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愛知県後期高齢者医療広域連合では、障害者の雇用の促進等に関する法律（昭和 35 年法

律第 123 号）に基づき、「愛知県後期高齢者医療広域連合における障害者活躍推進計画」を

策定・実施しています。 

今般、障害者の雇用の促進等に関する法律第７条の３第６項の規定に基づき、障害者活躍

推進計画の実施状況を以下のとおり取りまとめたので公表します。 

 

 

 １ 評価年度 

   令和７年度 

 

２ 目標に対する達成度 

  

目   標 実   績 

① 採用に関する目標 ⑴  法定雇用率以上

とする。 

（法定雇用率2.8％） 

・実雇用率（令和７年６月１日時点） 

０％ 

・令和７年度中の任免 

  なし 

⑵ 障害者雇用に関す

る理解を促進する。 

・新任職員に対する研修 

  実施 

② 定着に関する目標 不本意な離職者を極

力生じさせない。 

（令和７年度中の障害者である職員

の在籍 なし） 

 

３ 取組内容の実施状況 

⑴  障害者の活躍を推進する体制整備 

  ア 障害者の雇用の促進等に関する法律第78条に基づき、令和２年４月１日に障害

者雇用推進者として総務課長を選任するとともに、障害のある職員からの相談窓

口を総務課に設置している。 

  イ 障害者職業生活相談員の選任義務は生じていない。 

  ウ 新任職員に対し、障害に関する理解促進及び啓発を目的とした研修を実施し

た。 

 

 



⑵  障害者の活躍の基本となる職務の選定・創出 

令和７年度において障害のある職員の在籍はなかったが、今後、障害のある職員が

勤務する場合には、本人と相談しながら、障害特性や希望を踏まえた職務の選定及び

業務分担について検討することとしている。 

⑶  障害者の活躍を推進するための環境整備・人事管理 

ア 障害のある職員からの相談に対応できる体制を整備している。また、必要な配慮

の申出があった場合には、事務室が所在する建物の所有者と連携・協力しながら、

合理的配慮の提供及び必要な環境整備について検討し、対応することとしている。 

イ 会計年度任用職員の募集・採用に当たっては、障害の有無による不当な応募制限

を設けることなく、公平な募集・採用を実施した。 

⑷  その他 

国等による障害者就労施設等からの物品等の調達の推進等に関する法律の趣旨を踏

まえ、障害者就労施設等への発注機会の確保に努めたが、令和７年度においては発注

実績はなかった。 

 

 ４ 「目標に対する達成度」及び「取組内容の実施状況」に対する点検結果 

本広域連合は、県及び市町村からの派遣職員を中心に構成されており、令和７年度

においては障害のある職員の在籍がなかったことから、実雇用率は法定雇用率に達し

なかった。 

一方で、障害者雇用推進者の選任、相談体制の整備及び職員に対する障害理解の促

進に係る研修を実施するなど、障害のある職員が勤務する場合に適切な対応ができる

よう、計画に基づく体制整備に取り組んだ。 

 

 ５ 計画の見直し、修正 

現行計画に基づく取組を継続して実施することとし、計画の見直し及び修正は行わな

い。 


